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委主

。
平
成
元
年
度
大
塚
漢
文
学
会
大
会 幸長

六
月
二
十
五
日
(
日
〉

於
東
京
都
教
職
員
互
助
組
合
教
育
会
館

〔
研
究
発
表
〕

一
、
「
二
拍
」
の
物
語
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て筑

波
大
学
大
学
院

文
教
大
学

一
、
中
間
話
劇
の
台
詞
に
つ
い
て

一
、
蘇
紙
の
黄
州
寒
食
詩
巻
と
李
常小

山
工
業
高
等
専
門
学
校
中
田

一

、

卒

商

隠

詩

と

陶

淵

明

吉

田

高

校

上

回

一
、
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」
の
「
富
士
川
捨
子
」
の
条
を
め
ぐ
っ
て

ー
和
漢
比
較
文
学
の
立
場
か
ら
i

京
都
教
育
大
学
青
木

一
、
明
代
白
話
に
お
け
る
「
正
在

V
」

の

成

立

筑

波

大

学

伊

原

一
、
日
本
に
お
け
る
中
国
語
文
法
研
究
略
史
文
教
大
学
牛
島

〔
漢
文
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

「
新
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て
」

〔
料
配
ム
広
〕

、
開
会
の
辞

、
議
長
選
出

高
木
重
俊
民
を
選
出

司
会

小小
文千山松
教葉台 )1I 

大 大 高高
学 学校校

!当村
井 i五

和
弘
氏

啓
介
氏

仲
武一
氏氏

五
郎
氏

大
策
氏

徳
次
氏

町

田

静

隆

氏

毛

利

願

男

氏

田
部
井
文
雄
氏

謡

口

明

氏

内
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三
、
委
員
長
挨
拶

問
、
諸
報
告

。

烹

務

ω
企
画

ω
会
報
編
集

五
、
議
事

ω
昭
和
六
十
三
年
度
決
算

ω
平
成
元
年
度
予
算

ω
委
員
選
挙

水
沢
利
忠
、
内
山
知
也
、
田
部
井
文
雄
、
高
橋
均
、
中
村
嘉
弘
、
向
嶋

成
美
、
一
詰
口
明
、
中
村
俊
也
、
大
上
正
美
、
安
藤
信
広
、
小
谷
一
郎
、

加
藤
敏
、
伊
原
大
策
、
大
壕
秀
明
、
白
井
啓
介
、
小
松
建
男
の
十
六
名

を
選
出

ω
そ
の
他

六
、
閉
会
の
辞

。
月
例
会
平
成
元
年
十
一
月
二
十
五
日
(
土
〉

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
第
二
会
議
室

一
、
「
官
話
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
筑
波
大
学

一
、
「
綱
川
集
」
の
構
成
と
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
文
教
大
学

平
成
二
年
三
月
十
日
〈

15

於
筑
波
大
学
学
校
教
育
部
第
一
会
議
室

一
、
社
南
詩
中
の
「
馬
!
一
と
「
陵
ー
一
筑
波
大
学
大
学
院

一
、
黄
道
周
の
「
寄
品
論
」
に
つ
い
て
筑
波
大
学
大
学
院

O
平
成
元
、
二
年
度
委
員
会

委
員

水
沢
委
員
長

高 向 松
橋 嶋 本

委
員

委
員

J

安
畠
(

堀堀
池 池

委
員

一
委
員
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政
氏

j可間
内宮

聴
子
氏

利
治
氏



ar

、、コ
γ
、H
H
J
3
山

，刀、

d
不
足

内
山
知
也

向
川
崎
成
美

田
部
井
文
雄
、
中
村
嘉
弘
、
中
村
俊
也
、
加
藤

伊
原
大
策
、
国
分
強
志

大
塚
秀
明
、
小
松
建
男

高
橋
均
、
一
部
口
明
、
大
上
正
実
、
安
藤
信
広
、
小
谷
一
郎
、

1
1
i

ニ
-r
、:、

E
労
目
ト
ハ

会
計
段
査
佐
治
俊
彦
、
阿
川
修
三

住
所
、
勤
務
先
等
に
変
更
の
あ
っ
た
方
は
、
事
務
局
(
一
γ
知
茨
城
県
つ
く

ば
市
天
王
台
一
ノ
一
ノ
一
、
筑
波
大
学
文
芸
・
言
語
学
系
内
〉
宛
に
第
一
報

く
だ
さ
い
。

会 会 総副委
守口 r--， r--， "*" 
:t.1~ );l友会 室長
編 y 一向
集計 de務主長

敏
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大
塚
漢
文
学
会
々
刻

一
、
本
会
は
大
塚
漢
文
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
漢
文
学
及
び
漢
文
教
育
の
研
究
と
普
及
と
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

三
、
本
会
の
会
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー
、
旧
東
京
教
育
大
学
漢
文
学
会
々
員
で
あ
っ
て
参
加
を
希
望
す
る
者

2
、
そ
の
地
入
会
を
希
望
す
る
者

四
、
本
会
の
主
な
事
業
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

総

会

年

一

回

2

、

例

会

年

約

三

回

3
、
学
会
誌
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

4
、
そ
の
他
必
要
な
事
項

五
、
本
会
の
役
員
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

ー

、

委

員

長

一

名

2
、

委

員

若

干

名

3
、

編

集

委

員

若

干

名

六
、
役
員
の
任
務

1
、
委
員
長
は
本
会
を
代
表
し
委
員
と
と
も
に
運
営
に
あ
た
る

0

2
、
委
員
は
本
会
の
庶
務
・
会
計
・
企
画
を
分
担
す
る
。

3
、
編
集
委
員
は
学
会
誌
の
発
行
に
あ
た
る
。

七
、
役
員
の
選
出
及
び
任
期

ー
、
委
員
長
は
委
員
の
互
選
に
よ
る

0

2
、
委
員
は
会
員
の
互
選
に
よ
る
。

委
員
会
は
必
要
に
応
じ
て
委
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

編
集
委
員
は
委
員
会
が
委
嘱
す
る
。

3 

4
任
期
は
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
は
差
し
支
え
な
い
。

入
、
会
員
は
会
費
年
額
四
千
円
を
納
め
る
。

九
、
本
会
々
財
の
変
更
は
委
員
会
の
審
議
を
経
て
総
会
出
席
者
の
過
半
数
の
承

認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
則
1
、
本
会
則
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
二
十
三
日
よ
り
東
京
教
育
大
学
漢
文

学
会
々
別
に
代
っ
て
発
効
す
る
。

2
、
本
会
の
事
務
所
を
当
分
の
関
筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
中
国
文
学
研

究

室

に

置

く

。

以

上

編
集
委
員

(
哲
学
・
思
想
)
小
林

(
文
学
・
語
学
〉
牛
島

(
漢
文
教
育
)
鎌
田

栄
治
・
水
沢
利
忠

知
也
・
伊
藤
虎
丸

泰
三
・
田
部
井
文
雄

徳信
正次現

金 内 加
子 山 賀
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